
 

 

 

 

 

 

  

 

 

９月３日、小山駅停車中の 442Mにおいて「私物の携帯電話の操作をしていた」として翌

日から当該乗務員は変形日勤を命じられています。これまで、私物の携帯電話の取扱いにつ

いては運転士執務基準において取り扱いが定められており、電源を切り遮蔽袋に収納すると

されています。しかし、過去には一部管理者から乗務中に「携帯電話の電源が切られている

か」などの調査が遮蔽袋から取り出し行われていた実態もありました。ゆえに、今回の当該乗

務員の取扱いは、これまでの管理者の指導内容に従ったものであると言えます。そのような中

で、当該乗務員を乗務させずに変形日勤を命じていることで、職場では私物携帯電話の取扱

いに関して不安と不信の声があがっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行２０２０年９月１６日 NO２３ 

申８号 

「乗務員の勤務時間中における 

私物携帯電話の取扱いに関する緊急申し入れ」

について５項目を本日提出！！ 
 

１．乗務員の勤務時間中における私物携帯電話の取扱いを制定した根拠及び目的を 

明らかにすること。 

２．私物携帯電話の電源が「入」であることが判明した場合の取り扱いを明らかにする 

こと。 

３．当該乗務員に変形日勤を命じた根拠及び目的を明らかにすること。 

４．当該乗務員に行った教育の内容を明らかにすること。 

５．当該乗務員を早急に乗務復帰させること。 

 
乗務員の私物携帯電話について不明確な取り扱いを明らかにし、 

当該乗務員の乗務復帰を勝ち取るためにたたかおう！！ 


